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お知らせ 12 月

　底抜けのバイタリティで、いつも歌謡曲を熱く語った作詞・作曲家の中山大三郎さん。繊細な詩心から生まれ
た作品は、時代を越えて多くの人びとを魅了してやみません。
　この度の企画展では、生前にゆかりの深かった方々より、作品のリクエスト状という形で寄せていただいたお
便りを紹介します。広く愛されたお人柄を回顧しつつ、星野哲郎を生涯の師と仰いだ中山大三郎さんの作品と業
績を振り返る企画展となっています。是非ご来館ください。

令和２年度　星野哲郎記念館   企画展開催中！

　　　　　　午前９時～午後５時（入館は午後４時 30 分まで）

　　　　　　毎週水曜日（水曜日が祝日の場合その翌日）
　　　　　　年末年始は 12 月 30 日㈬

開館時間
休   館   日

詞
し か し ゅ う

花集　〜 前略  中山大三郎さま
    （アンソロジー）

■問い合わせ　
　商工観光課　　　 ☎ 0820（79）1003
　星野哲郎記念館 　☎ 0820（78）0365

「
シ
マ
タ
ビ
」
で

魅
力
を
発
信

　

周
防
大
島
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
観

光
情
報
番
組
「
シ
マ
タ
ビ
」
は
、

島
に
暮
ら
す
皆
さ
ん
に
島
の
魅

力
を
知
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば

と
、
グ
ル
メ
や
登
山
に
映
え
ス

ポ
ッ
ト
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー

マ
で
番
組
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

記
念
す
べ
き
第
１
回
は
、
名
物
「
み
か

ん
鍋
」
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、
開
発
秘
話

な
ど
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
皆
さ
ん
の
知
ら

な
い
み
か
ん
鍋
の
一
面
を
紹
介
し
ま
し
た
。

　

第
２
回
か
ら
第
４
回
は
嵩
山
、
文
珠
山
、

飯
の
山
の
シ
ョ
ー
ト
ハ
イ
キ
ン
グ
を
紹
介
。

　

嵩
山
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
7
合
目
付
近
ま

で
車
で
行
き
、
し
あ
わ
せ
祈
岩
の
ひ
と
つ

岩
屋
権
現
や
展
望
テ
ラ
ス
を
経
由
し
て
山

頂
を
目
指
し
ま
し
た
。

　

文
珠
山
ハ
イ
キ
ン
グ
は
、
文
殊
堂
ま
で

車
で
行
き
、
山
頂
で
は
お
湯
を
沸
か
し
て

ヤ
マ
ラ
ー
（
山
ラ
ー
メ
ン
）
を
楽
し
み
ま

し
た
。

　

飯
の
山
ハ
イ
キ
ン
グ
で
は
、
Ｊ
Ｒ
大
畠

駅
を
ス
タ
ー
ト
し
て
大
島
大
橋
を
歩
い
て

渡
り
、
飯
の
山
の
展
望
台
で
大
畠
瀬
戸
の

絶
景
を
望
み
な
が
ら
山
弁
に
舌
鼓
。

　

第
５
回
は
、
三
密
を
避
け
る
ア
ウ
ト
ド

ア
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
と
し
て
片
添
ヶ
浜

オ
ー
ト
キ
ャ
ン
プ
場
を
紹
介
。
管
理
人
の

佐
野
さ
ん
に
キ
ャ
ン
プ
の
い
ろ
は
を
指
南

い
た
だ
き
、
第
６
回
の
肉
丼
と
魚
丼
に
よ

る
丼
対
決
で
は
「
じ
ゃ
ん
け
ん
丼
！
」
の

勝
者
が
実
食
し
、食
リ
ポ
を
務
め
ま
し
た
。

　

現
在
放
送
中
の
第
７
回
は
、
ス
ポ
ー
ツ

の
秋
に
ち
な
ん
で
サ
イ
ク
リ
ン
グ
。
道
の

駅
サ
ザ
ン
セ
ト
と
う
わ
支
配
人
の
岡
崎
さ

ん
を
ガ
イ
ド
に
、
道
の
駅
を
ス
タ
ー
ト
し

て
筏
八
幡
宮
、
伊
保
田
港
、
星
の
ビ
ー
チ

を
経
て
片
添
ヶ
浜
に
ゴ
ー
ル
す
る
約
35
㎞

の
コ
ー
ス
を
完
走
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
も
観
光
協
会
ス
タ
ッ
フ
の
体

当
た
り
な
実
体
験
を
通
じ
て
、
回
を
重
ね

る
ご
と
に
周
防
大
島
の
魅
力
を
お
伝
え
で

き
れ
ば
幸
い
で
す
。

問
周
防
大
島
観
光
協
会   

☎
72
‐
２
１
３
４ サイクリングスタート！


